
 

               主な内容＞＞ 
■トコちゃんとロケット（第４回） 
■テーマ「危ないことから身を守る」 

 

 

   ２００５．１  

《 第４号 テーマ「危ないことから身を守る」 号 》 

 「みんなで学ぶ日本語」―子どもが創作した作品を連載します。 
トコちゃんとロケット（第４回） 

新しいロケットがはっしゃしました。 

H ピーくんロケットです。今ロケットが発しゃしました。 

 

ロケットがとまりました。 

トコちゃんは家にかえりました。 

  

 

それから一年たちました。 
H ピーくんロケットがあした発しゃの予定です。 

そして次の日の朝トコちゃんはまっさきにうちあげの H ピーくん

ロケットがある所に行きました。 

 

すごく大きいです。 

トコちゃんは、また H ピーくんロケットにのりました。 

声がしました。三ニ一ゼロ発しゃしました。 

 

トコちゃんロケットから地球を見あげました。 

その時、ロケットのそうじゅうがまひしてしまいました。そうじゅう

しがあやまってミサイルボタンをおしてしまいました。 



 
テーマ「危ないことから身を守る」 

自分たちの感じ方で「防犯マップ」！ 

    

スクール周辺（杉並区和田地域）には、どのような危険があるのだろう。危ないことから身を守るため

に、自分たちにできることは何か。杉並安全パトロール隊の方が子どもたちに与えてくれたヒントは、ス

クール周辺を調査して防犯マップをつくること。その際、気をつけることは大人の言うことを聞くのでは

なく、自分たちの感じ方や考え方で危険なポイントを調査することと強調された。 

後日、杉並警察署見学で、ルールを守れない大人に困っているというお巡りさんの話を聞き、やっぱ

り大人だけに頼っていられない！と確信した子どもたち。自分たちの感覚で、スクール周辺の家屋や空

き地、公園を調査し、危険だと思うポイントを記録していきます。積極的に危ないと感じるところへ向か

い、入念に窓や玄関先に置いてある自転車などを見てまわる子どもたち。忍び足で人様の庭へ入り込

み、逃げるように立ち去るその姿はまるで泥棒。。。「冒険しているみたい！」と楽しそうでした。 

    

杉並区役所の危機管理対策課へ出かけ、自分たちがつくった防犯マップを提出。誘拐の恐れ、放火

の恐れ、空き巣の恐れ、交通事故の恐れなど、子どもの視点で調査した防犯マップに安全パトロール

隊の方にも「非常に良くできている。重要な情報だから壁に貼っておこう」とほめられました。その日の

午後、みんなで学ぶ日本語の時間には、区役所で聞いた話を思い出して箇条書きに並べました。子ど

もたちが印象に残ったことのダントツトップは「サスマタ」でした。孫悟空のブタが持っているあの槍のこ

とです。他にも「自転車の防犯登録をすると、盗難にあったときに発見されやすくなる」ことや、「武器に

なりそうな物を、目に見える場所に置いておかないこと」などなど危険なことから身を守るために、自分

たちにもできることは 15 項目にのぼり、「紙おかわり！」と、かつかつ書いていました。 
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